
 

 ＪＲ連合 

ＮＥＷＳ 

ＪＲ産業に集う 
すべての仲間の 
ＪＲ連合への 
総結集を！！ 

2023年度 

Ｎｏ.１６ 

２０２３年８月１０日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ連合東海地協「第３２回定期委員会」開催！ 

 ＪＲ連合東海地方協議会は、７月 24日、名古屋市において第 32

回定期委員会を開催し、向こう１年間の活動方針を決定した。 

冒頭、挨拶に立った丸山知章議長（ＪＲ東海ユニオン前中央執

行副委員長）は、「コロナ禍で労働組合の運動も思うようにできな

い時期が続いたが、ようやく通常どおりの形式で大会を開催でき

た」と述べ、安全の確立や政策課題の解決、統一地方選をはじめと

した政治運動への取り組

みについて謝意を示すと

ともに、貨物鉄産労におけ

る組織の強化・拡大に触れ、ＪＲ連合への総結集

に向けて邁進する意思を示したほか、「アフター

コロナの状況下において、組合員同士助け合いの

精神を持ち諸課題の解決に向けて取り組んでい

こう」と呼びかけた。 

来賓として、中部交運労協から冨田和夫書記長、ＪＲ連合から石川敏也産業政策局長、

そして伴野豊衆議院議員（ＪＲ連合国会議員懇談会・副会長）が出席し、激励・連帯の挨

拶を行った。ＪＲ連合の石川産業政策局長は、６月の定期大会でＪＲ産業の大転換期に臨

むべく新たな体制を確立した旨を報告し、組織の強化・拡大の必要性、政策課題の解決に

不可欠な政治運動への協力を訴えるとともに、５月に東海地協が開催した指令員や運転

士、駅係員の意見交換会に触れ、「まさしく地

域協議会ならではの活動であり、組織の強化・

拡大に資する取り組み。構築した人的ネット

ワークを活かすべく継続して実施されたい。

産別もサポートする」と述べた。 
その後、渡邉有造事務局長より経過報告、活

動方針案・予算案の提起がなされ、満場一致

で承認がなされた。役員改選では、東海地協の活動を牽引した丸山議長、渡邉事務局長ら

が退任。新たに鎌田隆司新議長（ＪＲ東海ユニオン中央執行副委員長）、石原慎太郎新事

務局長（ＪＲ東海ユニオン中央執行委員）ら

を選出し、新体制が発足。最後は、鎌田新議

長が「ＪＲ連合への総結集とすべての労使の

信頼関係構築へ全力をあげ、職場からの安全

確立、政策課題の解決・前進を図るべく、一

致団結して取り組もう！」と述べ、力強い団

結がんばろうで定期委員会を締めくくった。 
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